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日 時 １１月１５日（木）午後２時〜午後 4 時 

場 所 第１エリア 人社棟 A１０１会議室 

題 目 言語使用の三層モデルから見た絵本の言葉 
 

 

 Hirose (2013, 2015)や廣瀬 (2016)といった一連の研究で「言語使用の三層モデル」が

提案され、様々な言語現象を包括的かつ原理的に説明し得ることが実証的に示されてきた。

本発表では三層モデルのさらなる応用可能性を探るため、この枠組みから絵本における言

葉の特徴を論じていく。絵本の言葉は、笹本 (2001a, b)や竹内 (2002)をはじめ、その特

徴が論じられているが、依然として研究されるべき課題が残されているとされる（笹本 

(2001a)）。本発表では、従来気づかれてこなかった絵本作家の用いる言語的表現技法を三

層モデルが明らかにしてくれることを論じ、このモデルが絵本研究にも大きく貢献し得る

ことを示していく。 

 

本講演会は、科研費基盤研究（Ｃ）「日英語におけるデフォルト志向性と構文の機能」（課

題番号：18K00637）による。   

    

問い合わせ先：和田尚明（wada.naoaki.gb@u.tsukuba.ac.jp） 


